
スギ、ヒノキ丸太の林内乾燥について

ま　　　え　　　か　　　き

針葉横材は広葉樹材に比較して乾燥も速く、また、乾燥による損傷も比較的少ないため、集成材の

ラミナを主とする板材や、みがさ丸太などのような特殊用途のものを除き、建築用材として使用され

る場合にはほとんど含水率を問題とせず、宋乾燥のまま使用されるのか普通であっに。しかし、現在

のように建築稽法が多様に変化し、工期の篤絹や生活様式の変化によって冷暖房が一般化してくると、

禾乾燥材の使用は問題を生じやすく、建築用材としても乾燥材の要求が強くなってきた。

諾嵩讃祭器書経蓑,キの二度
どが行なわれてきた例もあり、まに、現在では間伐材等の搬

4.5)

一方、現場ではかなり古くからみが
3

挽き工程における天然乾燥や人工乾燥差
出を容易にするために林内乾燥する勘もみられるようになっに。

そのだめ、筆者らは針葉轍の乾燥、特に天然乾燥について検討してきたか.今回は国寵主要造林樹

種であるス羊、ヒノ羊の林内乾燥について試験したのでその結果を報告する。

なお、本試験は昭和52年から55年まで実施した周一紫蘭の乾燥に関する研究」の-部であり、

試験の一部を共同で葵施しに山本和雄氏(現恵那山林寧業所)に、また、心よく試験地を提供されに

占用藤雄氏に深く感謝の憲を表します。

l　試　　験　　方　　法

l.1　試験地とその林分概況

試験地は、郡上蔀美並村粥川の私有林と美濃市営代の岐阜県林業センター実験林である。美並村の

試績地はスギ25年生林分(立木密度:1、800本/h a)とヒノキ28年生林分(周二l.500本

メa)である。実澱市の試鰊地はスギ15年生林分(同:2,500本/ha)、スギ19年生林分(同

:2章300本/ha)およびヒノキ18-19年生林分(同:2,300本/ha)である。

l.2　供頚木の処理方法

各々の試験地で伐採した供試木は試験の塵類別に次のよう処理した。

(D　薬の蒸散作刷こよる効粟を検討するために、枝や薬を付けたまま供試木としたもの(以下穂付

と呼ぶ)、櫓頚まで枝打ちしたもの(以●昏恕無と呼ぶ)に分けて設定した。また、恕付の場合に

は枝や薬の轟を補頭からの寅さで(穂長と呼ぶ自暴分して設定しだ。

の)樹皮勧よく皮することによる乾燐肥遅効柴を検討するため、∴聴付、童助丸太で樹皮付とはく

皮に区分して供試木とした。なお、はく皮は、宝物丸太では全長にわたって、穂付の場合には

元日より樹轟6-8櫨lまで実施した。

館)材を伐採した後の材の慮き方による相違を検討するため、梅娘を山側にし売口を谷紬こする置

き方(順播きと呼ぶ)とその逆の場合(逆横きと呼ぶ)に分けて設濁した。

㈲　以上の玉的しない材の乾燥経過の比較対照木として、2-4mに玉明しに材を玉切供試木とし
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て設定した。

1.5　供試木の性状と処理区分

各段.試木の性状および上述の処理方法の組合せによる処理区分を表-1(スギ)、表-2(ヒノキ)

に示した。なお、供試木肌の頭の記号のAは玉切材を表わしている。また、Cは種付、はく皮を、Bは

は格付、樹皮付、Dは穂無・樹皮付をそれぞれ表わしている。

1.4　測定方法　　　　’

各供試木はすべて間伐方式で伐採し、その

地点に設隠しに。穂付材は伐根の上に元日部

を経き、樹幹部が垣接地面に接しないように

したが、玉切丸太はすべて匝接地上に槌騒し

た。

乾燥経過は、原則として乾燥初期は1-2　　0

週間観こ、後期はほぼlカ月毎に(雨天の場　40

合は2→3円遅らせて)、100佃用台秤と平30

50んg用スプリングバランスを併用するか、血20
均10

あるいは100佃用と50旬用スプリングバ

ランス2本で全幹重量を測定して求めだ。　気0

(写真-1)　　　　　　　　　　　温40

まな　52年に実施したスギにおいでは、　30

重畳を測定すると同時に、生長錐(qlO棚)令20

で梅南0.5In、3mおよび6mの位寵に穴を)10

あけ材を抜き取り、辺心材別(こ絶乾法により

含水率を求めに。生長錐であけた穴はすぐに

コーキング剤をうめ込み、雨水が入らぬよう

にした。

垂霞を測定しに模試木は、試験終了後に穂

高方向に1-2m毎に厚さ約3肋の円板を採

取し(一部は辺心材別に)、四枚の含水率を

絶乾勧こより求めた。また、供試木の乾燥経

過は、各円板より求めた含水率をもとに樹幹

の体積比で按分して求め†こ。ただし、穂付の

場合の含水率は、枝や柴の占める霊堂や含水

率など樹幹部と異なる点もあるが、枝や薬を

樹幹部と別けて測定することは不●町能であり

便宜的に枝や葉も樹幹部と周一とみなして計

算したのでみかけの含水率とした。

l.5　試験期間と気象条件

試験期間は妾-1、表-2に示しだが、試

験期間の美濃市(岐阜県林業センター場内)

の平均気温、平均濃度について図一1に示し

た。

0　6　　了　　8　　9　10　11　12　1　2月

図-1試験期間中の気象条件(美濃市)

写真-1測定方法
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2　試験結果と考察

2.1玉切丸太の乾燥

伐採された丸太はH寺山:土塊に、その後原

木市場および製材工場で槌横される。その期

間は矯かく木材の乾燥はあまり期待できない

が、他の天然乾燥試験と比較するだめ玉切り

丸太の林内乾燥試験を実施した。

杯内での乾燥ではないが、工場内で磁横さ

誤読絹業窯業言誌
へ20個の樹皮付材では、高含水率時でも乾

燥速度は0.4-0.8%/円であり、はく反し

た場合でも2-3%/日ときわめて遅い。

今回のように林内での乾燥は工場門と興り、

雨水や林内の湿気の影響をうけ乾燥速度はよ

り低くなると思われる。

図-2に美澱市で試験したスギ玉切材(供

試本拙、A-l、A-2)について、樹皮付

およびはく皮の状態での乾燥経過を示したが、

図のように樹皮付の場合は約160旧経過して

「

0　　　40　　　80　　120　　160

乾燥時間(日)

図-2　玉的材の乾燥経過

(52年度、美濃市、スギ)・

0　　　　　40　　　　　80　　　　し三犯　　　160　　　　200

乾燥時間(日)

図-3　樽付材の乾燥経過

(55年度、美磯市、スギ)
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互0　　　80　　120　　160　　　200

乾燥時関口・=

園-4　種付材の董襲減少率(スギ)



も含水率はほとんど変化しない。-方、は　く

反した場合は瞳線的に含水率が減少し、100　　200

円で平均含水率が約160%から60%までと

約100%減少し、1%/日の乾燥速度となっ　160

に。これは、樹皮付の場合は濁皮が材の乾燥を

防いでいること、はく反した場合でも林内とい　合し20

う条件の下では、雨水やその他の影響で工場内　水

の約晃一拘こ勘築速駒鴫下すること称して　寧80

いる。なお、ヒノ羊の場合については紳こ詳し　(

く試験していないが、A-5や穂燕の供試本(生。

(D-n)をみてみるとスギと同様な箱型がう

かかえる。

2.2　籠付丸太の乾燥

上述のように丸太を玉功しだ場合には、はく

皮しないと乾燥しない。しかし、林内でのはく

皮は園難であり、樹幹の割れや傷をうげやすく

まだ、虫あるいはカビによる材の損傷の危険が

あり特殊な場合を除き実用的でない。そこで実

行されているのか薬の蒸散作用を利用した繍寸

乾燥であり、ここではその効馨を検討した。

ス半、ヒノキの立本時の合本率は諸寄条件

や季節あるいは個体によっても粟なる。また1

本の木であー,ても閏心方向、樹商万両への距離

によって樹幹内の含水率は翼なる。また、纏付

の揚卸乙は含水率の変化をどのようにとらえれ

ばよいか非辞にむつかしいにめ、便寛的に測定

方法の項で述べだ方法により含水率を求めた。

図-3にスギの檀表別乾燥経過、圏-4に聞

0　　　40　　　80　　120　　160

乾燥時間(剛)

200

図-5・穂付材の乾燥経過

(55年度、美濃市、ヒノキ)

40　　　80　　　」.20　　160　　　　200

乾燥時　間(臼)

図-6　縫付材の董罷減少率(ヒノキ)

遼轟減少率、同様に図-5、6にとノ羊の締粟を示した。図坤の供試木南の後の()書きは椋童を

示している。

ス半の血D-2、1.)-き、ヒノ羊の工)-3、l)-4は穂無のもので、これらの材の含水率はあま

り減少していない。上述の互助丸太の乾燥結審よりやや速く乾燥しているが、これは玉切丸太は地

面に接して秘儀したこと、檀無のものは組頭まで枝f」’してあり、枝打ちによる節の木目面が多くあ

らわれたことなどの影響である。

いずれにしても、穂蕪のものは遥授減少率が、終了後でも1-2割糧であり材は乾壌しない。それ

に対し、櫻付の場合の含水率は大きく減少しており、スギの場合での乾燥速度は1.2%/‖(120

妨0胴)、ヒノ羊のそれは0・6物/円く60%/100日)であう。

しかし、穏長が3調と6m(ヒノ幸の場合は5.5m)の場合は、ヒノキではほとんど霧がなく、スギ

の場合でもわずかに6mの方が乾燥速度が大きい種皮であっ費。これは、集の蒸散作用を利用したと

いっても伐倒木であり、通庸の生理的恭敬とは缶く瑛なつに砧動であると思われ∴薬の勘こ比例する

のか、組、葉のみ蒸散するのか不明であるだめ、穂童の秘こよる乾燥経過の違いが少なかつ†こ勘副ま

不明である。なお、参考までに試額縁“坤守の枝葉の難産と宮水率の一例を嚢-3に示した。

次に薬の蒸散個の経過をみてみる。穂付保試木の葉の枯死に室る状態は、伐倒した時期によっても
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異なるが、スギの場合では、伐倒

後1カ月種で棉端が黄色くなり始

め、その後除々に黄色が強くなり

70へ90同様で全面的に黄褐色

になる。図-3、4からみても含

水率低下、重量減少の・一番大きい,

のは40日程度までであり、その

後は100即薫まで蒸散による効

果がみうけられる。

一方、ヒノ手の場合は枯死する

までの期間が長く、2カ月櫨で補

頭が黄色くなり始め、全面的に費

色くなるには約5ヵ月間かかる。

これも図一5、6に対応している

と考えられ、6ヵ月間はほとんど

薗線的に含水率も減少している。

2.5　詰付材の設置方向

穂付材を林内に放置する場合、

表-3　天乾終了時の枝葉の霞轟と含水率

樹瞳 仍�駑��踉��穂長 く巾) 倡ﾘ,h�,ﾂ�ｺ�)竏���韻能都の 倡ﾘ岑ﾘ(-ﾂ�協商9m 幹重∵経 �,X,ﾈ�,B�の位置の 
(旬) 宙���含水率 

スギ �"ﾓ�"�6 途縒�7.7 �3�繧�32.8 

B-13 澱�8.9 途纈�29.1 �3�絣�

B-14 澱��コ纈�途���27.9 �3�纈�

B-15 �2�3.4 鳴綯�24.6 �3b���

B-16 �2�4.・5 �"�"�31.5 �3B縒�

D-　2 ���0 ���53.0 ��3偵��

D-　3 ���0 ���43.3 �3B���

ヒノキ �"ﾓ���5.5 澱���11.0 �#偵2�42.0 

B-11 迭絣�3.6 釘�2�27.6 �&ﾂ絣�

B-12 迭絣�5.0 迭繧�3●4.4 �#R紕�

B-13 �2�2.生 ���2�33.9 �#��"�

B-14 �2�1.5 ���2�41.8 偃ﾓ#�絣�

D-　3 ���0 ���55.0 �#"紕�

D-、4 ���0 ���45.2 �#B紕�

幽-8　格付柘の霞襲減少率(スギ)

ー55-

表-7　纏付材の乾燥経過

(54年度、美濃市、スギ)



その結果をスギについては闊-7、8にヒノキについては図-9、10に示した。

スギ、ヒノキ共に供読本の選定がうまくなかったのか、含水率の掩定方法に問題があるのか、初期

含水率にかなりのバラツキが生じたため比較しにくいが、連環減少率と併せてみるかぎり両者に差は

住いと思われる。設置し加.Jの斜面はほぼ25oの傾斜であっにが、穂を斜面の下側(逆績き)にし

て・、淘鮮肉の水を垂加こよって薬の方への移動を遠くして蒸散を速めるという効果はほとんど実れ、も

のと憩われる。

2.4　割寸.はく皮材の乾燥

園-11に美並村、美酬両試験地で試巌したスギの乾燥経過を、図-・12に重畳減少率を示した。

厨試験地とも試験年月日はほぼ同じであるが、気象条件の違いから美並村の供試木の乾燥はやや遅く

なっている。

玉切材では、はく皮しだ場合は樹皮付の場合に比べて乾燥速度はかなり速いが、穂付材ではやや輿

図-9　種付材の乾燥経過

(54年度、美濃市、ヒノキ)　　60

0　　　　40　　　80　　　120　　〕.60

乾∴燦　時　間　(円)

図一10　植付材の竃賓減少率(ヒノキ)図-12　薗皮付・はく皮相の乾燥経過

(実線市1、2、美並村3、4、スギ)
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樹皮付の場合でも種付梓では薬の蒸散効果により

かなり速く車線する。そのだめ、穂付材勧よく反し・160

た場合それ以上にどの,繍度乾燥を速められるかであ

るが、築澱帝の試験地では効葉が少なく、美並村の

試験地ではやや効粟があるという結果となっに。こ　120

れは、美並材の試鎚也は簸直よりやや線潤な林地　合

で、乾燥速度が避いためはく皮の効粟が少しあらわ　水

れ、酸の勘、美濃「亨子では搬付の材の乾燥も速い.◇,80

ためその幼粟があらわれなかったと思われる。また

ヒノキについては図‾13に含水率経過(離村)缶0

を示しだが、はく皮の効碁がうかがえる。しかし、)

撥付材とはく皮材は、.立切り材に比べ同権度の乾燥

促進効果を本すが、併用することによる相乗効覚ま　　0

少ないようであり、乾燥速度は樹幹内部の水分移動

に影響されるようである。

2.5　樹幹内含水率の変化

樹幹内の含水率変化を調べるTこめ、ス

羊の縫付材について地上高0.5m、3m

および6mの植擬の含水率を辺心材別に

舌討!軌引こ測定した。その精峯の-勘を閑
-14に示しだが、これは供試木的1う-

3、4、5の3本の平均値である。この

試境地では多湿心材のスギが多く、また

伐採時期が8月であり、心材の含水率は　王60

辺材の含水率より筒くまに辺材の含水率・

はやや少ない。

樹南方同での初期含水率のパシソ羊は

辺材では少ないのに対し、多湿心材の場

合では′ヾラツキが大きい。樹高0.5mで

は180%師後であるのに対し、6mの

位置では100%健と約半分であり、樹

瑞方向に含水率は低くなっていろ。ま

120

た、別の試譲薄紫では、心材含水率は樹　　0

商方向に関係なく約60%であり、スギ

の場合は、辺材の含水率はほぼ-定であ

るのに対し、心材の含杯事は一定してい

ないといえる。

B-1

B-2

ー樹皮付

______はく皮

せ二言二二二二二二二塁
_一」」、

0　　　40　’80　　120　」60

乾　燥　時　間(円)

図-13　樹皮付・はく皮相の乾燥経過

(53年度、美並村、ヒノキ)

0　　　40　　　80　　　　0　　　　40　　　80

乾　燥　時　悶　(日)

120

図-14　樹高別含水率減少繚過

(52年度、実線市、スギB-8、4、5の平均)

含水率の減少経過をみてみると、辺材では路標日数とともに隆々に含水率が低下するのに対し、心

材含水率はほとんど変化がなく、樹宙6nlの位髄でやや低下している穏度である。このように、たと

え心材の初期含水率が辺材より高くても、丸太の天然乾燥では樹寸であっても辺材の水から蒸散し、

辺材含水率がかなり減少してからでないと心材の水は抜けないようである。

また、55紳こ試醸したヒノキ、スギの蘭島別最終含水率を関-15、16に示した。

樹高方向への含水率分銅ム　ヒノ羊の場合では、穏薗Omの位護の含水率が低いがこれは木口から
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←---一　B-十0　　8

ト一一一一　B--1l

三　・∴D-3

▲_〇一　D_.4∴樹
6

40　　　　80　　　　120　一

含　水　牽　(%)

関-15　前額終了時の含水率分布

(55年度、美濃市、ヒノキ)

160　　0　　　40　　　80　　　120

含　水　率　(%)

幽-16　試験終了時の含水率分布

(55年度、葵澱市、スギ)

160

の水分蒸散の影響であり、それ以上は樹南が薄くなるにつ方「含水率は減少し、櫓頭より2m糧では含’

水準20%前後まで遷.しており、ほぼ林内の平衡含水・率になっている。これは、案の蒸散作制こより

枝のついている部分の含水率減少と、樹幹内の水が聴前方向に移動する速度とのバランスにより含水

率分袖が決まる。まに、辺材郡の水分移勅は良好であっても心材都の水分移動は拇高方向へも半径方

向へも纏めて悪く、心材率の薄い樹高の低い部分は相細部こ含水率が高くなることを示している。
-方、スギについては含水率がかなり低下した段階であり、含水率分布の途中経過を推察すること

はむつかしいが、ヒノキと同様だと思われろ。いずれにせよ、樹幹内の含水率分布の経時変化、枝や

葉の部分の含水率変化など測定方法もむつかしく今後の課題としたい。

5　　ま　　と　　め

ス羊、ヒノ羊の植付、はく皮などの処理別に林内乾燥試嶺を実施し、その乾燥経過について検討し

てきだが、それらをまとめると次のとおりである。

1)樹皮付のまま哀切したり、櫓頭まで枝打ちした材は、相当長期間(、6カ月)杯帥こ放嶺しても材

はほとんど乾燥しない。二万、はく侵したものは、スギの乾燥初期で約l唯/田程度の乾燥速度で

あり、工場内で乾燥した場合の粟一抹である。

2)柴の蒸散榊」斬り刷ノた樹寸丸太の場合では、樹皮付でスギl・2%/臼、ヒノ羊で0.6%/日

の初期乾燥速度で、玉切材をはく反して乾燥した時と同種度の乾燥速度を示す。しかし、穂の長さ

別の差は今回の試験では少なく、この現出はあさらかでない。

3)横付材の林内での設置方同の避い(蘭捲きと逆続き)による含水率減少溌謝こ及ぼす影響はほ

とんどないと思われる。

4)種付ではく度し南中の乾燥経過では、樹皮付よりはく皮した方がやや乾燥が速いが、植付、は

く皮の併用による相乗効栄は少なかつた。・.

5)穂付材の樹幹内・の含水率分布の繚時変化は、襲からの蒸敏による櫓頭部の含水率低下と樹幹か

らの禍頭部への水分移動のバランスにより決まり、樹菌が轟くなるほつれて含水率は低下している。

また、心材都の水分移動はきわめて少なく、辺材の含水率がかなり低下してからでないと心材都の

含水率は低下しない。

-58-

n

U

　

　

　

　

　

　

　

8

‖
‖
一

樹
∴
∴
寓
　
(
励
)

6

」耳一

2

筒

　

　

(

研

)



以上、針葉樹の林内乾燥について乾燥速度の面から検討したが、実際に林内乾燥をどのように実施

するかについては軽々問題がある。はく皮する場合には、彊接太陽光のあたる部分は日ヤケや乾ワレ

の心配があるので、葉や新聞紙などで日光を防がなくてほならないし、傷や虫、カビなどの害に対し

ても注意を払う必要がある。-一方、搬出を容易にするという面からすれば、植付・樹皮付材では3カ

月放置の場合で、スギで約4割、ヒノキで2・5割種の重量減少であり、かなり効果はあるし、また、

材の含水率も80-90%に低下しており、製闘こしてからの乾燥も容易である。まだ林内での乾燥

については不明な点も多いが少しでも参考になれば幸いである。
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